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□ 鍼灸マッサージ科   昼間部 

□ 鍼灸科           昼・夜間部 

□ 柔道整復科       昼・夜間部 

 

 

医の東西を問わず、豊かな知識と技術、 

人間力を備えた医療人を育成する―― 

100年に迫る歴史の中で培ってきた呉竹 

独自の教育力とサポート力で、あなたが 

自らの手で未来を拓くチカラを育みます。 

大宮駅西口徒歩 5 分 
埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-185-1 ℡:048-658-0001  
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台風 19号　災害ボランティアに参加して　さいたま支部　江原　章浩
　10 月 12 日、巨大な勢力を誇る台風 19 号が
上陸し埼玉県内にも大きな被害を与えました。
特に東松山市では都幾川などの氾濫により床上
浸水で避難所に避難されてる方が多数出ました。
そこで当会から有志を募って、避難所に避難さ
れてる方々にマッサージの災害ボランティアを
させて頂きました。
参加者 ( 敬称略 )
〇11/4( 月 ) 野本コミュニティセンター
江原章浩、栗谷川雅人、秋山喜和、田中文夫
〇11/8( 金 ) 松山市民活動センター
山岸克也、山岸祐子
〇11/10( 日 ) 野本コミュニティセンター
江原章浩、刑部陽子、栗谷川雅人、秋山喜和、
小久保貴一
　我々が伺った頃に避難所におられた皆さんは
ほとんどが高齢者で元々の持病があり、昼間は
片付け作業をされ、夜はプライベートのない避
難所での宿泊に心も体も疲れており、台風前ま
では落ち着いついていた数値が同じ薬を飲んで
いるのに如実に上がってしまうなど、頭では仕
方のないことと理解していても体は正直に反応
していたようです。

　２階まで浸水し再びそこに新しい家を建てた
としても同じような台風が来たらまたダメに
なってしまう。土地を売って引っ越そうにも、
２階まで浸水するような土地は売れない。土手
の整備もいつ完了するか目処が立たない、とい
うジレンマを抱えストレスにならないわけがあ
りません。
　そんな方々に我々業の人間がやれることは、
少しでも体を楽にして頂き、施術しながらのお
話で気持ちも発散して頂いて、明日へ向かう英
気を養って頂くことと思います。
　避難者の方から｢見ず知らずの人にこうして親
切にして頂けて、本当に有難い｣と言ってくださ
り、かえってこちらの方が有難かったです。私
が伺った野本コミュニティセンターは広いとは
いえ、当初はそこには 100 名を越えるほどの避
難者がおられたそうで、さすがに足の踏み場も
ない状況だったはずです。家や生活が壊れた
ショックがある中で、パーソナル空間も一切保
てない避難生活。さぞや疲弊されたことと思い
ます。
　そんな方々に｢楽になった！｣｢今日は良く寝ら
れるな！｣｢おーい、〇〇さん、マッサージやって
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